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平成２０年３月期 第１四半期財務・業績の概況 
平成19年7月31日 

 

上 場 会 社 名 株 式 会 社  千 葉 銀 行  上場取引所   東  証 

コ ー ド 番 号  ８３３１                    ＵＲＬ  http : / /www.chibabank.co . jp /  

代 表 者 （役職名） 取 締 役 頭 取 （氏名）竹 山  正  

問合せ先責任者 （役職名） 取締役経営企画部長 （氏名）阿 部  忠 TEL（043）245-1111（大代表） 

 

(百万円未満、小数点第 1位未満は切り捨て ) 

 

１. 平成20年3月期第１四半期の連結業績(平成19年4月1日～平成19年6月30日) 

(1) 連結経営成績                           （％表示は対前年同四半期増減率） 

 経 常 収 益 経 常 利 益 四半期（当期）純利益 

 

20年3月期第1四半期 

19年3月期第1四半期 

百万円 

69,835 

63,978 

％

（    9.1）

（   16.4）

百万円

24,667

20,269

％

（   21.6）

（    5.5）

百万円 

15,811 

12,927 

％

（  22.3）

（   9.8）

1 9 年 3 月 期 262,707 81,955 52,538 

 

 
1株当たり四半期 

(当期)純利益 

潜在株式調整後 

1株当たり四半期（当期）純利益

 

20年3月期第1四半期 

19年3月期第1四半期 

 円 

17 

14 

 銭

68

51

円

－

－

 銭

－

－

1 9 年 3 月 期 58 89 － －

 

 

 (2) 連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率(注 ) 
１ 株 当 た り

純 資 産

 

20年3月期第1四半期 

19年3月期第1四半期 

百万円

9,786,303

9,897,416

百万円

604,945

532,473

％ 
6.0 

5.3 

円

662

586

銭

59

20

1 9 年 3 月 期 9,736,917 598,822 6.0 655 89
 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部の合計で除した比率であり、「銀行法

第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するた

めの基準（平成18年金融庁告示第19号）」に基づいて算出する連結自己資本比率ではありません。 

２．平成20年3月期の連結業績予想（平成19年4月1日～平成20年3月31日） 

平成20年3月期第１四半期までの損益状況は、連結・個別ともに順調に推移しており、平成19年5月18日に公表

いたしました通期業績見通しに変更はありません。 

３．その他 

 (1)期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う ： 無 

特定子会社の異動） 

 (2)会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無    ： 有 

 (3)最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有 

② ①以外の変更  無  

 (4)19年3月期より諸比率等の端数処理を、小数点第1位未満切り捨て（従来は四捨五入）で記載しております。 

(注)詳細は、５ページ「四半期財務･業績の概況作成のための基本となる事項」に記載しております。



株式会社千葉銀行（8331） 

平成20年3月期第1四半期財務・業績の概況  

2 

四 半 期 連 結 貸 借 対 照 表 

（単位：百万円） 

科 目 
 当 四 半 期 （ Ａ ）

（平成20年3月期 
第１四半期末） 

 前年同四半期（Ｂ）
（平成19年3月期 
第１四半期末） 

比 較 
（Ａ）―（Ｂ） 

（参考） 
平成19年3月期末 

（ 資 産 の 部 ） 

現 金 預 け 金 

コールローン及び買入手形 

債 券 貸 借 取 引 支 払 保証金 

買 入 金 銭 債 権 

特 定 取 引 資 産 

金 銭 の 信 託 

有 価 証 券 

貸 出 金 

外 国 為 替 

そ の 他 資 産 

有 形 固 定 資 産 

無 形 固 定 資 産 

繰 延 税 金 資 産 

支 払 承 諾 見 返 

貸 倒 引 当 金 

１９４,００２

１８,６１２

２５,５３７

６４,５９３

３０９,３６６

３１,０１９

２,４４３,６４９

６,４４０,３６１

３,８８２

６６,４３３

１３４,６９５

９,６１９

２０,５２０

８１,８２７

△５７,８１７

２１３,９９８

－

１５,９１２

４８,７１８

３３０,８７５

３０,０７４

２,７０４,８２４

６,２４１,８７６

２,７９７

８８,４７２

１３６,７７５

８,８５８

３３,４２６

１１７,６６７

△７６,８６１

 

△１９,９９５ 

１８,６１２ 

９,６２５ 

１５,８７４ 

△２１,５０９ 

９４５ 

△２６１,１７４ 

１９８,４８４ 

１,０８４ 

△２２,０３８ 

△２,０８０ 

７６１ 

△１２,９０６ 

△３５,８４０ 

１９,０４３ 

２４２,２４４

５９,９２４

１９,４０３

６３,０２６

２８３,０８８

３０,４９７

２,４１６,１４９

６,３７７,５９８

３,５１０

５６,７６０

１３６,６３０

９,７５９

１９,５１６

８２,１６８

△６３,３６０

資 産 の 部 合 計 ９,７８６,３０３ ９,８９７,４１６ △１１１,１１３ ９,７３６,９１７

（ 負 債 の 部 ） 

預 金 

譲 渡 性 預 金 

コールマネー及び売渡手形 

売 現 先 勘 定 

債券貸借取引受入担保金 

特 定 取 引 負 債 

借 用 金 

外 国 為 替 

社 債 

そ の 他 負 債 

役 員 賞 与 引 当 金 

退 職 給 付 引 当 金 

役 員 退 職 慰 労 引 当 金 

ポ イ ン ト 引 当 金 

特 別 法 上 の 引 当 金 

繰 延 税 金 負 債 

再評価に係る繰延税金負債 

支 払 承 諾 

８,４４３,８１１

１０８,２７１

９５,８３５

７６,９２６

１３０,５１１

２７,３３４

４９,８５１

５９０

２１,０００

１０８,３１４

－

１９,１８８

１,５２０

６１３

２１５

２１８

１５,３２５

８１,８２７

８,０８５,８１０

１２６,５９９

３３１,４９３

６４,４８１

４１３,０３６

１６,６１２

７４,１８９

４４３

２１,０００

７７,６６７

－

２０,２５８

－

－

１９６

１８０

１５,３０４

１１７,６６７

 

３５８,００１ 

△１８,３２８ 

△２３５,６５８ 

１２,４４５ 

△２８２,５２４ 

１０,７２１ 

△２４,３３８ 

１４７ 

－ 

３０,６４６ 

－ 

△１,０６９ 

１,５２０ 

６１３ 

１８ 

３７ 

２１ 

△３５,８４０ 

８,３４８,６３７

１３０,５８４

３５,４５８

３６,９６０

１８９,８８７

１６,６０４

１３８,２５１

５４９

２１,０００

１０２,１３５

６０

１９,４７２

－

５４５

２１５

２６２

１５,３０１

８２,１６８

負 債 の 部 合 計 ９,１８１,３５７ ９,３６４,９４２ △１８３,５８５ ９,１３８,０９５

（ 純 資 産 の 部 ） 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

利 益 剰 余 金 

自 己 株 式 

株 主 資 本 合 計 

その他有価証券評価差額金 

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 

土 地 再 評 価 差 額 金 

為 替 換 算 調 整 勘 定 

評価・換算差額等合計 

少 数 株 主 持 分 

１４５,０６９

１２３,３９９

２５８,３２６

△１,０８４

５２５,７１０

５６,５７１

２,２９５

７,７８１

△０

６６,６４７

１２,５８７

１４５,０６９

１２２,２２３

２１０,９１３

△２,１０９

４７６,０９６

３６,２０４

２,２１６

７,８４３

２１

４６,２８５

１０,０９０

 

－ 

１,１７６ 

４７,４１３ 

１,０２４ 

４９,６１４ 

２０,３６６ 

７９ 

△６２ 

△２１ 

２０,３６１ 

２,４９６ 

１４５,０６９

１２３,３９９

２４７,４１２

△１,０２６

５１４,８５４

６１,８０７

１,９００

７,８３９

３

７１,５５１

１２,４１６

純 資 産 の 部 合 計 ６０４,９４５ ５３２,４７３ ７２,４７２ ５９８,８２２

負 債 及 び 純 資 産 の 部合計 ９,７８６,３０３ ９,８９７,４１６ △１１１,１１３ ９,７３６,９１７

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。  
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四 半 期 連 結 損 益 計 算 書 

 
（単位：百万円） 

科            目 
 当 四 半 期 （ Ａ ）

（平成20年3月期 
第１四半期） 

前年同四半期（Ｂ）
（平成19年3月期 
第１四半期） 

比 較 
（Ａ）―（Ｂ） 

(参考) 
平成19年3月期 

(要約) 

経 常 収 益 ６９,８３５ ６３,９７８ ５,８５７ ２６２,７０７ 

資 金 運 用 収 益 ４６,７０４ ４１,１３９ ５,５６５ １７４,４１９ 

（ う ち 貸 出 金 利 息 ） （ ３４,５５７） （ ２９,０５９） （  ５,４９７） （１２５,２７０）

（うち有価証券利息配当金） （ １１,４８１） （ １１,７９１） （   △３１０） （ ４７,００５）

信 託 報 酬 ０ ― ０ ０ 

役 務 取 引 等 収 益 １１,７５８ １０,８７３ ８８５ ４５,６１２ 

特 定 取 引 収 益 ８０５ ４０２ ４０２ ２,８７８ 

そ の 他 業 務 収 益 ６９４ ２,９６４ △２,２７０ ６,２２５ 

そ の 他 経 常 収 益 ９,８７３ ８,５９８ １,２７４ ３３,５７１ 

経 常 費 用 ４５,１６７ ４３,７０８ １,４５９ １８０,７５１ 

資 金 調 達 費 用 １１,５０５ ７,７１２ ３,７９２ ３９,７９９ 

（ う ち 預 金 利 息 ） （  ７,７８３） （  ３,２２９） （  ４,５５３） （ ２０,６４０）

役 務 取 引 等 費 用 ３,４０２ ３,２０２ １９９ １２,９５８ 

特 定 取 引 費 用 ― １１ △１１ ― 

そ の 他 業 務 費 用 １３３ １,８０４ △１,６７０ ７,３２３ 

営 業 経 費 ２１,４６６ ２１,５００ △３３ ８５,１４２ 

そ の 他 経 常 費 用 ８,６５９ ９,４７６ △８１７ ３５,５２８ 

経 常 利 益 ２４,６６７ ２０,２６９ ４,３９８ ８１,９５５ 

特 別 利 益 ３,１９３ ８３６ ２,３５７ ７,６０３ 

特 別 損 失 １,５８１ ４１ １,５３９ ６３５ 

税金等調整前四半期（当期）純利益 ２６,２７９ ２１,０６４ ５,２１５ ８８,９２３ 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 ８,０３６ ８,２４４ △２０８ ３２,４４４ 

法 人 税 等 調 整 額 ２,０６２ △３９１ ２,４５３ ２,０８９ 

少 数 株 主 利 益 ３６９ ２８３ ８６ １,８５１ 

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 １５,８１１ １２,９２７ ２,８８４ ５２,５３８ 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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四 半 期 連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書 

 当四半期（自 平成19年4月1日 至 平成19年6月30日） 

(単位：百万円) 

株主資本 評価・換算差額等  

資本金 
資 本 

剰余金 

利 益 

剰余金 

自 己 

株 式 

株主資

本合計

その他

有価証

券評価

差額金

繰 延

ヘッジ

損 益

土 地

再評価

差額金

為替換

算調整

勘 定 

評価･

換  算 

差額等 

合 計 

少数株

主持分

純資産

合 計

平成19年3月31

日残高 
145,069 123,399 247,412 △1,026 514,854 61,807 1,900 7,839 3 71,551 12,416 598,822

当四半期中の 

変動額 
    

剰余金の配当  △4,917 △4,917   △4,917

四半期純利益  15,811 15,811   15,811

自己株式の取得   △59 △59   △59

自己株式の処分  0  0 0   0

土地再評価差額

金の取崩 
 20 20   20

株主資本以外の項

目の当四半期中の

変動額（純額） 

  △5,236 394 △58 △3 △4,903 170 △4,732

当四半期中の 

変動額合計 
－ 0 10,914 △58 10,856 △5,236 394 △58 △3 △4,903 170 6,123

平成19年6月30

日残高 
145,069 123,399 258,326 △1,084 525,710 56,571 2,295 7,781 △0 66,647 12,587 604,945

前年同四半期（自 平成18年4月1日 至 平成18年6月30日） 

(単位：百万円) 

株主資本 評価・換算差額等  

資本金 
資 本 

剰余金 

利 益 

剰余金 

自 己 

株 式 

株主資

本合計

その他

有価証

券評価

差額金

繰 延

ヘッジ

損 益

土 地

再評価

差額金

為替換

算調整

勘 定 

評価･

換  算 

差額等 

合 計 

少数株

主持分

純資産

合 計

平成18年3月31

日残高 
145,069 122,223 201,594 △2,048 466,837 57,266 － 7,843 6 65,117 10,110 542,065

当四半期中の 

変動額 
    

剰余金の配当  △3,559 △3,559   △3,559

役員賞与  △49 △49   △49

四半期純利益  12,927 12,927   12,927

自己株式の取得   △60 △60   △60

自己株式の処分  0  0 0   0

株主資本以外の項

目の当四半期中の

変動額（純額） 

  △21,062 2,216 － 14 △18,831 △19 △18,850

当四半期中の 

変動額合計 
－ 0 9,318 △60 9,258 △21,062 2,216 － 14 △18,831 △19 △9,591

平成18年6月30

日残高 
145,069 122,223 210,913 △2,109 476,096 36,204 2,216 7,843 21 46,285 10,090 532,473

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。  
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四半期財務･業績の概況作成のための基本となる事項  
 

当四半期（自 平成19年4月1日 至 平成19年6月30日） 

当行は、中間（連結）財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下１．のとおり一部「簡便な手続き」

を採用して四半期財務･業績の概況を作成しております。また、２．記載のとおり会計基準等の変更に伴い、

以下の「会計処理の方法の変更」を行っております。 

なお、四半期財務･業績の概況に関する計数は、監査法人による監査を受けておりません。 

１．簡便な手続きの内容 

貸倒引当金につきましては6月末時点の自己査定に基づく債務者区分残高に、前連結会計年度末に算

定した貸倒実績率等を適用して計上しております。 

２．会計処理の方法の変更 

(1)従来、役員退職慰労金は、支出時に費用処理しておりましたが、「租税特別措置法上の準備金及び

特別法上の引当金又は準備金並びに役員退職慰労引当金等に関する監査上の取扱い」（日本公認会

計士協会監査・保証実務委員会報告第42号平成19年4月13日）が公表されたことに伴い、当四半期

連結会計期間から同報告に基づき、役員退職慰労引当金として計上しております。 

(2)平成19年度税制改正において償却可能限度額及び残存価額の廃止を含む減価償却制度の見直しが

行われ、「減価償却に関する当面の監査上の取扱い」（日本公認会計士協会監査・保証実務委員会

報告第81号平成19年4月25日）が公表されたことに伴い、当四半期連結会計期間から有形固定資産

の減価償却の方法を次のとおりとしております。 

新規取得資産：定率法（改正法人税法に基づく） 

既 存 資 産 ：定率法（従来どおり） 

ただし、改正前法人税法の定める償却可能限度額まで償却が進んだ既存資産に

ついては、償却が終了した連結会計年度等の翌連結会計年度以降５年間で均等

償却。 
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セ グ メ ン ト 情 報  
 

1. 事業の種類別セグメント情報 
 

当四半期（自 平成19年4月1日 至 平成19年6月30日） 
 （単位：百万円） 

 銀行業務 リ ー ス
業 務

そ の 他
業 務

計 消 去 
又は全社 

連 結

 経 常 収 益   

(1)外部顧客に対する経常収益 

(2)セグメント間の内部経常収益 

63,231

321

5,016

92

1,587

6

69,835 

421 

－ 

（ 421）

69,835

－

 計 63,553 5,108 1,594 70,257 （ 421） 69,835

 経 常 費 用 39,736 4,639 1,076 45,452 （ 284） 45,167

 経 常 利 益 23,817 468 518 24,804 （ 136） 24,667
 
 

前年同四半期（自 平成18年4月1日 至 平成18年6月30日） 
 （単位：百万円） 

 銀行業務 リ ー ス
業 務

そ の 他
業 務

計 消 去 
又は全社 

連 結

 経 常 収 益   

(1)外部顧客に対する経常収益 

(2)セグメント間の内部経常収益 

57,883

285

4,846

85

1,247

12

63,978 

384 

－ 

（ 384）

63,978

－

 計 58,169 4,932 1,260 64,362 （ 384） 63,978

 経 常 費 用 38,475 4,432 1,044 43,951 （ 243） 43,708

 経 常 利 益 19,693 500 216 20,410 （ 140） 20,269

（注）１．一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。 

２．事業区分は、連結会社の事業の内容により区分しております。なお、｢その他業務｣は、証券業等であり
ます。 

  
2. 所在地別セグメント情報 

全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情
報の記載を省略しております。 

 

3. 海外経常収益 

海外経常収益が連結経常収益の10％未満のため、海外経常収益の記載を省略しております。 
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平成19年度第１四半期決算 説明資料 

１． 損益の状況（単体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（単位：億円）  

 

平成 19年度

第1四半期

（３カ月）

平成19年度

中間期  
（公表値）

平成18年度  

第 1四半期 

（３カ月）  
前年同期比

（参考）

平成18年度

業 務 粗 利 益 413 392 20 1,551 

 資 金 利 益 347 328 19 1,324 

 役 務 取 引 等 利 益 53 49 4 214 

 特 定 取 引 利 益 5 3 2 23 

 そ の 他 業 務 利 益 5 11 △ 5 △ 11 

  う ち 国 債 等 債 券 損 益 △0 △ 17 16 △ 60 

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ） 197 196 0 779 

実 質 業 務 純 益 (一 般 貸 引 繰 入 前 ) 215 420 196 19 772 

コ ア 業 務 純 益 216 214 2 832 

一 般 貸 倒 引 当 金 純 繰 入 額 ① － 12 △ 12 －  

業 務 純 益 215 183 32 772 

臨 時 損 益 2 5 △ 2 △ 58 

 う ち 不 良 債 権 処 理 額 ② 32 16 15 139 

経 常 利 益 218 430 189 29 713 

特 別 損 益 29 7 22 112 

 う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③ 27 －  27 75 

 う ち 償 却 債 権 取 立 益 ④ 16 8 8 42 

四 半 期 （ 中 間 ・ 当 期 ） 純 利 益 152 265 123 28 501 
      

信 用 コ ス ト （ ① ＋ ② － ③ ） 5 29 △ 24 63 
      

実質信用コスト（①＋②－③－④） △11 21 △ 32 20 

（注）平成19年度第１四半期及び平成18年度は、貸倒引当金繰入額の合計額が取崩超過となったため、

特別利益に貸倒引当金戻入益を計上しております。 

 

第１四半期までの損益状況は順調に推移しております。 

【実質業務純益】 ～中間期公表予想計数（計画）420億円に対する進捗率51.4％～ 

貸出金の増加を主因とした資金利益の増加（前年同期比+19億円）、投資信託等の預か

り資産の増加による役務取引等利益の増加（前年同期比+4億円）などにより、実質業

務純益は前年同期比19億円増益の215億円、業務純益は前年同期比32億円増益の215億

円となりました。 

【経 常 利 益】 ～中間期公表予想計数（計画）430億円に対する進捗率50.8％～ 

経常利益は、業務純益の増加などにより前年同期比29億円増益の218億円となりました。

【四半期純利益】 ～中間期公表予想計数（計画）265億円に対する進捗率57.5％～ 

四半期純利益は、特別利益に貸倒引当金戻入益27億円を計上したことなどにより、前年同

期比28億円増益の152億円となりました。 

また、信用コストは5億円と前年同期比24億円減少いたしました。 
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２. 金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体）  
 
 
 
 
 
 
 
 （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

 平成19年 6月末  平成19年 3月末  増  減  

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
263 270 △ 7 

危険債権 692 771 △ 78 

要管理債権 916 981 △ 65 

合        計  1,872 2,023 △ 150 
    

総与信に占める割合 2.82% 3.08% △ 0.25% 

（注）平成19年 6月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定

する各債権のカテゴリーにより分類しております。 

また、同計数は、平成19年 6月末を基準日として、当行の定める資産の自己査定基準に基づき営業

関連部署が自己査定を実施して算出しております。 

※債務者区分との関係 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 

危険債権（破綻懸念先の債権） 

要管理債権（要注意先のうち、元本又は利息の支払いが3ヵ月以上延滞しているか、又は貸出

条件を緩和している債権） 

 

 

 

３．貸出金・預金の残高（単体・末残）  
（1） 貸出金 

 

 

 

 

 

 

 （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

 平成19年 6月末  平成19年 3月末  増  減  

貸 出 金 64,671 64,075 595

 う ち 住 宅 ロ ー ン 20,457 20,221 236

 

中 小 企 業 等 向 け 貸 出 金 

（ 中 小 企 業 等 貸 出 比 率 ） 

50,383

(78.28%)

50,256 

(78.80%) 

127

(△ 0.52%)

（注）中小企業等貸出比率＝中小企業等向け貸出金／国内貸出金 
 

〇平成19年 6月末の「金融再生法開示債権」は、19年 3月末比150億円減少の1,872億円と

なりました。 

〇平成19年 6月末の総与信に占める開示債権の割合は、19年 3月末比0.25％低下し2.82％

と2％台となりました。 

〇貸出金は、19年3月末比595億円増加の6兆4,671億円となりました。 

〇住宅ローンは、19年3月末比236億円増加の2兆457億円となりました。 

 中小企業等向け貸出金は、19年3月末比127億円増加の5兆383億円となりました。 
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（ 2）預   金  

 

 

 

 

 

 

 

 （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

 平成19年 6月末  平成19年 3月末  増  減  

預 金  84,615 83,715 900

 う ち 個 人 預 金 63,112 61,072 2,039

 

（参  考）  （単位：億円） （単位：億円）

 平成19年 6月末  平成19年 3月末  増  減  

投 資 信 託 残 高 6,242 5,761 481

 う  ち   個      人  6,140 5,664 475

  

 19年度第１四半期中 18年下期 

個 人 年 金 保 険 等 (取 扱 保 険 料 ) 148 282 

 
 

４．時価のある有価証券の評価差額（連結）  
           （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

平成19年 6月末  平成19年 3月末  

時価 評価差額 時価 評価差額  

  うち益 うち損   うち益 うち損

その他有価証券 23,509 900 1,286 386 23,301 987 1,285 297

株式  2,605 1,248 1,270 21 2,627 1,238 1,257 18

債券  14,654 △ 236 2 238 14,712 △ 175 8 183 

その他 6,249 △ 110 14 125 5,961 △ 75 19 95

  うち外国債券 5,547 △ 110 3 114 5,169 △ 74 7 81

（注）１．「評価差額」及び「含み損益」は、期末時点の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）
と時価との差額を計上しております。 

２．有価証券のほか、「現金預け金」中の譲渡性預け金及び「買入金銭債権」中の信託受益権も
含めております。 

３．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 
 

 （単位：億円） （単位：億円）

平成19年 6月末  平成19年 3月末  

帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益  

  うち益 うち損   うち益 うち損

満期保有目的 560 △ 2 0 2 500 △ 1 0 1

４．子会社・関連会社株式で時価のあるものはありません。 

 

〇預金は、個人預金を中心に順調に推移し、19年3月末比900億円増加の8兆4,615億円とな

りました。 

〇また、預かり資産も順調に積み上がり、投資信託残高は19年3月末比481億円増加の6,242

億円、個人年金保険の19年4月から6月までの3ｶ月間の取扱保険料は148億円となりまし

た。 
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５．デリバティブ取引（連結）  
（1）金利関連取引 

  （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

平成19年 6月末  平成19年 3月末  区  

分  
種  類  

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 

取  

引  

所  

金 利 先 物 

金 利 ｵ ﾌ ﾟ ｼ ｮ ﾝ 

49 

－  

0

－

0

－

173 

－  

△ 0

－

△ 0

－

店 

頭  

金 利 ｽ ﾜ ｯ ﾌ ﾟ 

そ の 他 

10,689 

1,914 

18

△ 7

18

△ 7

10,586 

2,253 

17

△ 5

17

△ 5

合  計   11  11

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。  
 
（2）通貨関連取引 

  （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

平成19年 6月末  平成19年 3月末  区  

分  
種  類  

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 

取  

引  

所  

通 貨 先 物 －  － － － － －

店 

頭  

通 貨 ｽ ﾜ ｯ ﾌ ﾟ 

為 替 予 約 

通 貨 ｵ ﾌ ﾟ ｼ ｮ ﾝ 

そ の 他 

3,884 

154 

2,362 

15 

6

△ 0

△ 0

0

6

△ 0

16

0

3,990 

117 

2,664 

15 

6

△ 0

△ 0

0

6

△ 0

19

0

合  計   22  26

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
 

（ 3）株式関連取引 

該当ありません。 
 
（ 4）債券関連取引 

  （単位：億円） （参 考） （単位：億円）

平成19年 6月末  平成19年 3月末  
区  分  

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 

取  引  所  163 △ 0 △ 0 202 0 0

店     頭  100 △ 0 △ 0 －  － －

合    計   △ 0   0

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 

 

（ 5）商品関連取引 

該当ありません。 

 

（ 6）クレジットデリバティブ取引 

該当ありません。 

        
 
（ご参考）  

平成19年 6月末における自己資本比率は現在算出中であり、確定次第、別途開示いたしま

す。 

 
 

以  上 




